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   A 45-year-old man with hematopyuria detected at another hospital visited our department for 
further examination. Endoscopic examination revealed adisintegration abscess between the bladder 
neck and prostatic urethra. Transurethral biopsy demonstrated squamous cell carcinoma of the 
bladder. He received 40 Gy of radiation combined with M-VAC (methotrexate, vinblastine, 
dovorubicin cisplatin) chemotherapy. Pathologically, a complete response was found when he 
underwent total cystourethrectomy. There has been no sign of reccurence for one and a half years 
postoperatively. 
                                               (ActaUrol. Jpn.  47: 43-46, 2001) 

































常 を認 めず,ま た前立 腺腫瘍 マ ーカー もPSAO.9,
PAP2.4,γ一SM〈3.Ong/mlと正 常 範 囲 内 で あ っ
た.
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根治術 を考慮 し,術 前 に放射線療法 と化学療法 を施
行 した.放 射線療 法 は同年10月27日か ら全骨盤腔 に




行 した.こ の 間の効果判定 としてFig.4に示す よう
に,経 時 的 に腫 瘍 マー カーの ・SCCの測 定 と骨盤部
MRIを 施行 し,SCCの 減 少 と腫 瘍の縮小 が認 め ら
れた.放 射線療法 と化学療法施行 中,特 記すべ き副作
用 は認めなか った.
同年12月9日 全 身麻 酔下 に根治 的膀胱尿 道全摘 除
術,回 腸導管造設術 を施行 した,摘 出標 本よ り病理組
織学的 に腫瘍細胞 を認めず,壊 死組織や角質のみ存在
する とい う診断 であ り,pathologicalCRと判定 され
た.
術後1年 半 を経 た現在,再 発お よび転移 の兆候 な































に有 効で あった との報 告が あ り7),郭ら8)はCDDP
とPEPの 併用 は効果的 であ った と報告 してい る.ま
た早川 ら8)はCDDP動 注療法 と放射線療法 の併 用 に
てCRを 得 られた と報告 してお り,同 様 に杉浦 らlo)
もCDDP動 注療法 と放射線療法の併用後膀 胱全 摘除
術 を施行 しCRを 得 られた と報告 してい る.こ れ ら
既報 は膀胱 扁平上 皮癌の化学 療法 として は,CDDP
の単剤 または多剤併用療 法は有効で,放 射線療法を併
用 した膀胱扁平上皮癌 に対するneoa(ljuvanttherapy
は有効である と述べている.し か し膀胱扁平上皮癌 自
体が比較的稀 で症例数 も少 な く一般的 に予後不 良であ
り,本 邦 で は膀胱 扁平上皮 癌の臨床 的検 討 において
neoa(ljuvanttherapyの検討 までには至 ってい ないの
が実 際で,こ れは各施 設 でneoadjuvantthcrapyの
内容が異なることが一因であ ると考 える.今 後 は多施
設 問 でのneoa(ljuvanttherapyを含 む臨床 的検討 が
望 まれ る.
われわ れはneoa(ljuvanttherapyとして放射 線療
法 と化学療法の併用療法 を施行 し,全 摘標本 にお ける
病理 組織 学的検討 でpathologicalCRが得 られた.
膀胱扁平上皮癌 に対 して は放射線療法 と化学療法の併
用療法は補助療法 として有効 であ り,手 術療法 を組み
入れた集学 的治療にて根治術 を施行で きた.ま た,本
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